
○ 構想の具体化に向け、国においては３つの個別検討会が設けられた（11月上旬）

○ これらの動きと連動し、さらに加速させるためには、県と市町村が協働しながら、主体的に研究拠点や
関連産業の集積、住民帰還へ向けたまちづくり等を検討していく必要があることから、「福島県イノ
ベーション・コースト構想の具体化に関する県・市町村検討会議」を設置(※11/28)し、検討を進める。

○ 会議の概要（取り扱うテーマ等）
１ 国の個別検討会で取り上げられていないテーマ
（農林水産分野、エネルギー関連産業分野等）の検討

２ 国の個別検討会に関する情報交換・意見集約

３ その他、構想の具体化に関する意見集約

○ スケジュール
・月１回程度の開催を予定（第１回：11月28日）

○ 会議構成員
【県】
企画調整部長（座長）
企画調整部理事兼政策監､企画調整部次長(地域づくり担当)
生活環境部次長(環境共生担当)､生活環境部次長(環境保全担当)
商工労働部再生可能エネルギー産業推進監兼次長(産業振興担当)
農林水産部技監､相双地方振興局次長兼企画商工部長、
いわき地方振興局次長兼企画商工部長

【浜通り及び避難指示区域１５市町村（担当課長）】
いわき市､相馬市､田村市､南相馬市､川俣町､広野町､楢葉町､
富岡町､川内村､大熊町､双葉町､浪江町､葛尾村､新地町､飯舘村

（以上、建制順）

【オブザーバー】
アカデミア・コンソーシアムふくしま（ＡＣＦ）
・福島大学 ・会津大学 ・いわき明星大学
・福島工業高等専門学校

双葉地方町村会
関係省庁
・内閣府原子力被災者支援チーム ・福島復興局
・原子力災害対策本部
・その他、必要に応じて関係省庁を追加

＜事務局＞
福島県企画調整課

（参考：構想の検討体制イメージ図）
国 の 体 制

イノベーション･コースト構想推進会
議(仮称)【委員】関係省庁、県、市町村、有識者等

【会議】福島県内で開催し､個別検討会の状況等､
構想の進捗に係る情報共有

個 別 検 討 会

【委員】関係省庁、有識者、県(部長)等
【会議】東京都内で開催し、３つのプロジェク

トに関するテクニカルな課題を整理

ロボット研究・
実証拠点整備等
に関する検討会
(H26.11.6設置)

国際産学連携
拠点に関する
検討会
(H26.11.6設置)

スマート･
エコパークに
関する検討会
(H26.11.12設置)

県 の 体 制

新生ふくしま復興推進本部会議

【本部長】知事
【本部員】副知事、関係部局長

福島・国際研究産業都市構想にかかる
庁内プロジェクトチーム(H26.2.4設置)

構想具体化に関する県･市町村検討会議

【座長】企画調整部長
【構成】県：関係次長･課長、市町村：担当課長
※オブザーバー
ACF(福島大､会津大､いわき明星大､福島高専)､
双葉地方町村会、関係省庁

【会議】情報交換､意見集約､個別検討会で取り
上げられないテーマの検討

構想関連個別検討体制～各部局～（検討）
《農林水産分野、エネルギー関連産業分野等》
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